
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（１，６１）、衛生紙を伴うロール（５）を受けるためのロールホルダ（４
，６３）、衛生紙の湿潤のためのユニット（６，６４）、湿潤ロール（２３）を有する液
体容器（２１，８２）、湿潤ロール（２３）と連絡する少なくとも一つの液体タンク（２
２，８１）、運搬ロール（３２，９１）により湿った衛生紙を繰り出すためのユニット（
７，６５）、および運搬ロール（３２，９１）のための駆動ユニット（３３）を含む衛生
紙またはクリーニングティシュ用ディスペンサにおいて、
　前記ロールホルダ（４，６３）および前記液体タンク（２２，８１）は、前記ハウジン
グ（１，６１）に設置され、
　フード（１７ ）が衛生紙を伴うロール（５）を被覆するために前記ハウジング（
１，６１）上に枢軸旋回自在に設置され、
　ガイドロール（３１）が衛生紙の湿潤のためのユニット（６，６４）と衛生紙を伴うロ
ール（５）との間に設置され、かつ
　前記運搬ロール（３２，９１）が前記湿潤ロール（２３）上に、衛生紙をその間に介在
させるように、設置さ
　

ことを特徴とする衛生紙用ディスペンサ。
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，７１

れ、
前記ハウジング（６１）は、壁等に固定するためのベースハウジング（６６）、および

ベースハウジング（６６）へ取外し自在に連結される挿入部（６７）を含み、かつ挿入部
（６７）に設けられたラッチジャック（６９）および支持部（７０）を介してベースハウ
ジング（６６）に取外し自在に連結されている



【請求項２】
　 ことを特徴とする、請求項１の衛生紙
用ディスペンサ。
【請求項３】
　前記フード（１７， ）は前記ハウジングの挿入部（６７）上に枢軸旋回自在に設置
されていることを特徴とする、請求項 の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項４】
　前記湿潤ロール（２３）は前記液体容器（２１，８２）内に回転自在 されている
ことを特徴とする、請求項１から３のいずれか１の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項５】
　前記ガイドロール（３１）および前記運搬ロール（３２，９１）は回転自在に前記フー
ド（１７ ） に設置されていることを特徴とする、請求項１から４のいずれか１の
衛生紙用ディスペンサ。
【請求項６】
　前記駆動ユニット（３３）は前記ベースハウジング（６６）に固定されたステップモー
タ（３７）を含むことを特徴とする、請求項 の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項７】
　ベルト駆動装置が前記ステップモータ（３７）に連結されかつ前記湿潤ロール（２３）
に連結されていることを特徴とする、請求項６の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項８】
　歯付き駆動装置が前記ステップモータ（３７）に連結されかつ前記運搬ロール（３２，
９１）に連結されていることを特徴とする、請求項６の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項９】
　三つの液体タンク（８１）が前記ベースハウジング（６６）内に設置され、かつ前記液
体容器（８２）は前記挿入部（６７）に一体化されていることを特徴とする、請求項 の
衛生紙用ディスペンサ。
【請求項１０】
　前記液体容器（８２）および湿った衛生紙を繰り出すためのユニット（６５）は、前記
挿入部（６７）に設けられていることを特徴とする、請求項１から９のいずれか１の衛生
紙用ディスペンサ。
【請求項１１】
　他の衛生紙を伴うロール（３）を受けるためのロールホルダ（２，６２）を有し、フラ
ップ（１６）が前記ハウジング（１）に枢軸旋回自在に設置されて他の衛生紙の手による
引き出しを可能にするように後へ保持していることを特徴とする、請求項１から１０のい
ずれか１の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項１２】
　湿潤されるべき衛生紙を受けるためのロールホルダ（４，６３）が、他の衛生紙を伴う
ロール（３）を受けるための第一ロールホルダ（２，６２）の下に配置されていることを
特徴とする、請求項１の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項１３】
　前記ハウジング（１，６１）はプラスチックおよび／または金属で構成されていること
を特徴とする、請求項１の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項１４】
　前記ガイドロール（３１）および前記運搬ロール（３２）はホルダ（５１）上に回転自
在に設置され、かつ前記ホルダ（５１）は前記ハウジング（１）に枢軸旋回自在に設置さ
れていることを特徴とする、請求項１の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項１５】
　前記フード（１７）は、フード（１７）およびホルダ（５１）を同一方向へ枢軸旋回さ
せるための手段（５５）を有することを特徴とする、請求項１の衛生紙用ディスペンサ。
【請求項１６】
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前記フード（７１）は前記挿入部を被覆している

７１
１

に設置

，７１ 内

１

１



　前記運搬ロール（９１）は周辺にリング形突起（９３）を有し、前記突起はリブを有す
ることを特徴とする、請求項１の衛生紙用ディスペンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はハウジング、衛生紙と共にロールを受けるための第一ロールホルダ、液体容器
、湿潤ロール、および液体容器および湿潤ロールと連絡する液体タンクにより衛生紙を湿
潤させるためのユニット、および衛生紙のガイドロールを含む衛生紙用ディスペンサに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　乾燥トイレットペーパおよび湿ったクリーニングテッシュは衛生用として使用される。
使用時に、トイレットペーパおよびクリーニングテッシュは空間的に分離して提供されか
つ湿ったクリーニングティシュは乾燥しきっている。これはある状況では非常に不快であ
る。
【０００３】
　ＤＥ　Ａ２６４４８７１において、乾燥かつ湿ったトイレットペーパがディスペンサロ
ールから取り出せるトイレタンクが記載されている。トイレタンクは、実質的に、トイレ
ットペーパ用のロールホルダを設置するハウジング、およびハウジングの外側に設置され
たフラスコで構成される。トイレットペーパ用偏向ロール、バネ作用により起立するトイ
レットペーパ用運搬ロール、フラスコと連通する液体容器、および液体容器ライン方向に
連結された湿潤ロールがタンク内に設置される。トイレットペーパは偏向ロールおよび運
搬ロール上に案内されかつ引き裂き縁を持つ部材のところでそれらによって保持される。
乾燥トイレットペーパはこの位置で引っ張り外される。トイレットペーパを湿らせるため
に、トイレットペーパは、バネ作用に対して、液体容器とライン方向に連結した状態で起
立するロールと接触する。
【０００４】
　このタンクの欠点は、トイレットペーパがバネ作用に対してトイレットペーパを引っ張
ることにより、引き離す速度に依存する湿気程度で湿ることである。それにより、トイレ
ットペーパは一部のみまたは非常に強く湿潤浸潤する。引っ張る力があまりに強いと、湿
ったトイレットペーパは破れ、また乾燥トイレットペーパがそのミシン目の外側で破れ、
結果的に使用不可能になる。タンクはロールからミシン目無し衛生紙の使用に適さない。
その理由は、衛生紙の比較的高い引き裂き強度にあると考えられる。
【０００５】
【特許文献１】ＤＥ　Ａ２６４４８７１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は上述の欠点を持たない衛生紙用ディスペンサを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題は、本発明によれば、独立請求項の特徴により達成される。本発明の他の改良
は従属請求項から得られる。
【０００８】
　本発明の基礎にある思想は、ディスペンサによって乾燥衛生紙を利用可能にする、もし
くは湿潤衛生紙を提供することであり、衛生紙は引き離した後にトイレットペーパまたは
クリーニングティシュとして使用できるものである。この目的から、ハウジング内に設置
された衛生紙用のロールホルダ、液体タンクにより衛生紙を湿潤させるためのユニット、
相互に連絡する液体容器および湿潤ロール、衛生紙の移動のための運搬ロールと共に繰り
出す（ despensing)ためのユニットを含み、運搬ロールは衛生紙の層の中間を通って湿潤
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ロールと接触し、かつ運搬ロール用駆動ユニット、および制御ユニットを含む。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により達成される利点は、市販の乾燥トイレットペーパが利用でき、かつ湿潤衛
生紙をクリーニングティシュとして繰り出し、かつかかるディスペンサが簡単に製造でき
かつ取り扱いが簡単である点である。
【００１０】
　ハウジングをベースハウジング、およびプラグ接続を介して連結される挿入部により構
成し、三つの液体タンクをベースハウジングに設置し、かつ挿入部が液体容器を含むよう
にすることは有利である。ディスペンサの役務、そして特にクリーニングはそれにより促
進される。
【００１１】
　衛生紙の分離用手段を有するフードは、衛生紙と共にロール、および液体容器を被覆す
るため設けることができる。ディスペンサの湿気部はこのように被覆され、かつミシン目
付きまたはミシン目無し衛生紙の両方に使用できる可能性が提供される。
【００１２】
　ガイドロールおよび運搬ロールがフード内に回転自在に設置される場合、衛生紙はフー
ドが下方向へ軸旋回するときに有利方法で容易に挿入できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　次に、添付図面を参照して本発明を説明する。
　図１から３を参照して説明する。ディスペンサはハウジング１、トイレットペーパを付
けたディスペンスロール３の取付けのための第一ロールホルダ２、湿潤させる紙を付けた
ディスペンスロール５の取付けのための第二ロールホルダ４、湿潤のためのユニット６、
クリーニングティシュを繰り出すためのユニット７および制御ユニット９を含む。
【００１４】
　ハウジング１はディスペンサを壁または同様物に固定するためのベース部１２、および
そこから直角に突出する壁部１３、同様にロールホルダ２および４のためのＵ形支持部１
４で構成されるＵ形ホルダ１１を含み、Ｕ形支持部１４はＵ形ホルダ１１内に設置されか
つ取外し自在または固定的にＵ形ホルダ１１に連結される。ロールホルダ２および４は支
持部１４のベース部へ固定される。ハウジング１は、更に、第一ロールホルダ２に連結さ
れた枢軸旋回自在フラップ１６、およびディスペンサの湿気部を被覆するためのフード１
７を含み、フード１７は軸１８を中心に枢軸旋回可能に設置される。スロット１９がクリ
ーニングティシュの繰り出しのためにフード１７内に形成されている。
【００１５】
　ハウジング１、フラップ１６およびフード１７はプラスチックまたは金属で構成するの
が有益である。
【００１６】
　湿潤のためのユニット６は、液体容器２１、液体タンク２２、および湿潤ロール２３を
含む。液体容器２１はＵ形に形成され、一方の突出部２５およびベース部２６が管を形成
し、かつ他方の突出部２７が樋を形成するように形成される。液体容器２１は、一方の突
出部２３が液体タンク２２の下になるように、壁部１３上に配置される。液体タンク２２
は、スタブ（短い突出部）２８を有し、スタブ２８は突出部２５内に形成された穴２９へ
挿入できる、と同時に液体容器を開口する。湿潤ロール２３は、軸３０を中心に回転自在
の樋として形成される突出部２７内に設置される。
【００１７】
　繰り出しのためのユニット７は、ガイドロール３１、運搬ロール３２、および運搬ロー
ル３２のための駆動ユニット３３を含む。ガイドロール３１および運搬ロール３２は、軸
３４および３９を中心に回転自在の支持部材３５に設置され、運搬ロール３２は湿潤ロー
ル２３上に位置する。それぞれのスロット３６が運搬ロール３２の挿入と上昇のために支
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持部材３５内に形成される。駆動ユニット３３は制御ユニット９に連結されるベルトプー
リーを有するステップモータ３７、運搬ロール３２の軸３９に固定されるベルトプーリー
３８、およびベルト４０を含む。
【００１８】
　制御ユニット９はハウジング１内に設置され、かつバッテリにより充電されかつスイッ
チにより作動する従来電子制御装置を含む。
【００１９】
　図４および５を参照して説明する。これらの図はディスペンサの第二形態を示し、かつ
繰り出しのためのユニットの設計において第一形態と事実上相違する。従って、相違点の
みを次に説明する。
【００２０】
　繰り出しのためのユニット３０はガイドロール３１、運搬ロール３２、運搬ロール３２
のための駆動ユニット３３を含む。ガイドロール３１および運搬ロール３２はホルダ５１
上に設置される。ホルダ５１は二つのレバー５２および二つの軸３４で構成され、二つの
軸上にはガイドロール３１および運搬ロール３２が回転自在に設置され、運搬ロール３２
は湿潤ロール２３上に位置する。軸３４および３９はレバー５２上に取外し自在に取付け
られる。図５から理解されるように、ホルダ５１は液体容器２１のところで軸５４を中心
に回転自在に設置される。更に、ガイド５５がフード１７上でホルダ５１の枢軸回転のた
めに設けられ、かつガイドロール３１の軸３４に作動可能に連結（ active connection)さ
れる。
【００２１】
　駆動ユニット３３は、制御ユニット９に連結されたステップモータ３７、ステップモー
タ３７の軸に固定された第一歯車５７、および運搬ロール３２の軸へ固定された第二歯車
５８を含む。
【００２２】
　上述ディスペンサの改変形態（図示せず）において、ガイド５５は省略されて、フード
１７を開放するときにホルダ５１が手動調整できるようにすることができる。このガイド
の代わりに、フード１７が閉鎖するたときに歯車５７および５８を係合状態で保持する部
材を設けることができる。
【００２３】
　図６から９を参照して説明する。ディスペンサはハウジング６１、トイレットペーパを
付けたディスペンスロール３の取付けのための第一ロールホルダ６２、湿潤させるべき衛
生紙を付けたディスペンスロール５の取付けのための第二ロールホルダ６３、湿潤のため
のユニット６４、繰り出しのためのユニット６５、および制御ユニット９を含む。
【００２４】
　上述の形態に関し、ハウジング６１は壁等に固定するためのベースハウジング６６、お
よびベースハウジング６６へ取外し自在に連結される挿入部６７を含む。ベースハウジン
グ６６は、狭い下側で閉鎖しかつ閉鎖自在の穴を有する狭い上側に設けられた矩形箱、お
よび直角に突出しかつベースハウジング６６の狭い下側に固定される支持部６８で構成さ
れる。ロールホルダ６２，６３はベースハウジング６６へ取付けられる。ベースハウジン
グ６６は、更に、枢軸旋回自在のフラップ１６を含む。挿入部６７は、ベースハウジング
６６内の開口部へ挿入できるラッチジャック６９、および、支持部６８を挿入できる支持
部７０を有し、そのようにして挿入部６７は全体として取外し自在に設置される。
【００２５】
　フード７１は挿入部６７に形成された鼻部８８に枢軸回転自在に設置される。フード７
１は湿潤衛生紙の繰り出しのための開口部７２を有する。引き裂きブレード７３が開口部
７２の領域においてフード壁に、または湿潤衛生紙を引き裂くために挿入部の鼻部８８に
設置される。引き裂きブレードの代わりに、引き裂きエッジが開口部７２に形成されてよ
い。
【００２６】
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　上述形態に関し、湿潤のためのユニット６４は、三つの液体タンク８１、挿入部６７へ
一体化された液体容器８２、および湿潤ロール２３を含む。液体容器８２は、湿潤ロール
２３の取付けのための樋形もしくは溝形リセス８４、液体タンク８１の連結のための連結
部８５、および溝形リセス８４を連結部８６へ連結するためのチャンネル形リセス８６を
有する。湿潤ロール２３は溝形リセス８４内に自由に回転するように設置される。
【００２７】
　繰り出しのためのユニット６５は、ガイドロール３１、運搬ロール９１、および駆動ユ
ニット３３を含む。この形態に関し、ガイドロール３１および運搬ロール９１はフード７
１内に設置され、かつ駆動ユニット３３はフード７１内でベースハウジング６６に設置さ
れる。駆動ユニット３３はベースハウジング６６の支持部６８に固定されるステップモー
タ３７、モータ軸に固定される第一歯車５７、および運搬ロール９１の軸９２に固定され
る第二歯車を含む。運搬ロール９１はリング形突起９３を周辺に有し、リング形突起は湿
潤衛生紙の移動を確実にするためにリブを有する。
【００２８】
　制御ユニット９はベースハウジング６６内に設置され、かつバッテリによりまたは主電
源ネットワークから充電され、かつスイッチにより作動する電子回路を含む。制御ユニッ
ト９は、スイッチが作動するときに特定長の湿潤衛生紙が繰り出されるか、またはスイッ
チが作動すると所望長の湿潤衛生紙が繰り出されるように設計されるのが有益である。
【００２９】
　図１０を参照して説明する。上述の形態の代わりに、ステップモータ３７に連結される
第一摩擦車輪９７、運搬ロール３２，９１に連結される第二摩擦車輪９８、および第二摩
擦車輪を第一摩擦車輪に対して付勢するためのバネ要素９９を有する改造型駆動ユニット
を設けることができる。運搬ロールはこの目的から細長い孔内に支持される。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明によるディスペンサの第一形態の一部開放側面図である。
【図２】図１の II-II線に沿った断面図である。
【図３】図１の III-III線に沿った断面図である。
【図４】本発明によるディスペンサの第二形態の一部開放側面図である。
【図５】折り畳み前の位置における移動ユニットの断面図である。
【図６】本発明によるディスペンサの第三形態の一部開放側面図である。
【図７】分離状態のディスペンサの側面図である。
【図８】図７の VIII-VIII線に沿った断面図である。
【図９】図７の IX-IX線に沿った断面図である。
【図１０】駆動ユニットの改造型の断面図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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